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三浦　武志
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三村　太郎
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局
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食育推進検討部会設置要綱 

 

                                         

制定 令和３年３月 23 日健保事第 4009 号（局長決裁） 

最近改正 令和５年３月 24 日 健保事第 3956 号（局長決裁） 

 

（目的） 

第１条 この要綱は、食育の推進に関して専門的見地から検討するため、健康横浜２１推進

会議運営要綱（以下「要綱」という。）第７条第１項に基づき設置する「食育推進検討

部会」（以下「検討部会」という。）の運営に関し必要な事項について定めるものとする。 

 

（検討事項） 

第２条 検討部会は、次の事項について検討を行うものとする。 

（１）食育推進計画の策定に関する事項 

（２）食育の推進に関する事項 

（３）その他必要な事項 

 

（構成） 

第３条 検討部会は、要綱第７条第２項に基づき、健康横浜２１推進会議（以下「推進会議」

という。）の委員及び要綱第４条に基づき市長が任命した臨時委員のうちから推進会議

の会長が指名する者をもって組織する。 

 

（任期） 

第４条 委員の任期は２年以内とする。ただし、委員に欠員が生じた時の補欠委員の任期は

前任者の残任期間とする。 

２ 委員は、再任されることができる。 

 

（部会長等） 

第５条 検討部会に部会長及び副部会長を置く。 

２ 部会長は、委員の互選によりこれを定める。副部会長は、委員の中から部会長が指名

する。 

３ 部会長は、検討部会を代表し、会務を掌理する。 

４ 副部会長は、部会長が欠けたとき、その職務を代理する。 

 

（会議） 

第６条  検討部会の会議は、部会長が招集する。ただし、委員任命後、部会長選出前の検討

部会の会議は、推進会議の会長が招集する。  

２ 部会長は、検討部会の会議の議長とする。  

３ 検討部会は、委員の過半数の出席により開催する。  

４ 検討部会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数の場合は、検討部
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会の部会長の決するところによる。  

５ 検討部会を欠席する予定の委員は、第２条に関する意見を書面により事前に提出する

ことができる。  

 

（会議の公開） 

第７条  横浜市の保有する情報の公開に関する条例（平成 12 年２月横浜市条例第１号）  

第 31 条の規定により、検討部会の会議については、一般に公開するものとする。ただし、

委員の承諾があれば、会議の一部又は全部を非公開とすることができる。  

 

（意見の聴取等） 

第８条 部会長は、検討部会の運営上必要があると認めるときは、関係者の出席を求め、そ  

の意見又は説明を聴くほか、資料の提出その他必要な協力を求めることができる。  

 

（推進会議への報告） 

第９条 検討部会は、会議内容を推進会議へ報告するものとする。  

 

（守秘義務） 

第 10 条 委員及び関係者は、検討部会の運営上知りえた秘密を厳守するとともに、これを

他に利用してはならない。  

 

（庶務） 

第 11 条 検討部会の庶務は、健康福祉局健康推進課において処理する。  

 

（委任） 

第 12 条 この要綱に定めるもののほか、検討会の運営に関し必要な事項は、部会長が検討

会の会議に諮って定める。 

 

附 則  

（施行期日） 

 この要綱は、令和３年３月 23 日から施行する。  

 

附 則  

（施行期日） 

 この要綱は、令和５年４月１日から施行する。  

 



横浜市食育推進計画（第３期）の目標及び指標について 

横浜市食育推進計画では、進捗管理と評価を行うため、目標を 16 項目、指標を 25 項目定めてい 
ます。そのうち、横浜市教育振興基本計画の指標と連動している指標については、第５期横浜市教育
振興基本計画（計画期間：令和８年度～令和 11 年度）にて新たな目標値を設定後、第３期健康横浜
２１の目標値として改めて設定することとしていました。 
今回、第５期横浜市教育振興基本計画と連動した指標について、以下のとおり設定します。 

１ 該当の目標・指標 
目標６ 指標⑮ 直近値 目標値 
食育に関心を持って
いる市民を増やす 

食に関心をもち、自ら健全な食生
活を実践しようとしている児童生
徒の割合 

小学校 92.0％ 
中学校 88.9％ 
（R4(2022)年度） 

小学校 90%以上 
中学校 90%以上 
（R7(2025)年度） 

※横浜市教育振興基本計画で設定した令和７年度の目標値を第３期健康横浜２１の目標値とし、横浜市教育
振興基本計画にて新たな目標値を設定後、第３期健康横浜２１の目標値として改めて設定する。

２ 指標⑮の設定についての今後の考え方 
４年ごとに策定される横浜市教育振興基本計画における指標及び目標値と同一内容とする。 

３ 令和８年度～令和 11年度までの指標・目標値 
目標６ 指標⑮ 直近値 目標値 
食育に関心を持って
いる市民を増やす 

栄養バランスを考えて食事をして
いる児童生徒の割合 

76.2％ 
（R6(2024)年度） 

80％ 

《参考》第５期横浜市教育振興基本計画 
施策３ 健やかな体の育成 
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 資料４  

横浜市食育推進計画（第３期）の目標に関連する取組（横浜市） 
 

【取組の方向性】 

 横浜市食育推進計画（第３期）では、「『食』を通して健康と豊かな人間性を育み、活力ある横浜を創る」

という「基本理念」を実現するため、「おいしく楽しい『食』や食環境づくりの推進が、市民一人ひとり

の生涯を通じた健康を支える」、「食の多様性や横浜らしい食文化を継承し、食に関する持続可能な環境

を整える」という２つの「基本目標」と、６つの「推進テーマ」を掲げています。 

そして、横浜市民の食生活を取り巻く現状を踏まえ、６つの「推進テーマ」の中でも、「栄養バランス

に配慮した食生活の推進」、「自然に健康になれる食環境づくり」を「重点テーマ」として位置付け、取組

を進めています。 

 

  

＜横浜市食育推進計画 推進テーマ・目標＞ （◎は重点テーマ） 

推進テーマ 目標 

◎栄養バランスに配慮した 

食生活の推進 

1 朝食を欠食する市民を減らす 

2 栄養バランスに配慮した食生活を実践する市民を増やす 

3 
生活習慣病の予防や改善のために、ふだんから適正体重の維持を実践する市

民を増やす 

何でもおいしく 

楽しく食べよう 

4 朝食又は夕食を家族等と一緒に食べる「共食」の回数を増やす 

5 よく噛んで食べることができる市民を増やす 

◎自然に健康になれる 

食環境づくり 

6 食育に関心を持っている市民を増やす 

7 食育の推進に関わるボランティアの数を増やす 

8 
健康への関心の有無にかかわらず、誰もが栄養バランスのよい食事を選択で

きる食環境を整える 

地産地消等の推進 

9 学校給食における地場産物を活用した取組等を増やす 

10 農林漁業体験を経験した市民を増やす 

11 産地や生産者を意識して農林水産物・食品を選ぶ市民を増やす 

日本の食文化の継承 12 
地域や家庭で受け継がれてきた伝統的な料理や作法等を継承し、伝えている

市民を増やす 

食の安全と環境に 

配慮した食育の推進 

13 食品の安全性について基礎的な知識を持ち、自ら判断する市民を増やす 

14 日頃から災害に備え、食料品等の備蓄に努める市民を増やす 

15 環境に配慮した農林水産物・食品を選ぶ市民を増やす 

16 食品ロス削減のために何らかの行動をしている市民を増やす 

 

 

＜ライフステージ＞ 

ライフステージ 

(1) 育ち・学びの世代（乳幼児期～青年期） 

(2) 働き・子育て世代（成人・壮年期） 

(3) 実りの世代（高齢期） 

(4) 全世代 

 

 

【主な取組実績】 

〇給食だより等を活用した保護者や小中学生等への啓発 

（教育委員会事務局・こども青少年局） 

目標 1,2,5,6,9,12 ライフステージ (1)  

・「ぱくぱくだより」や食育動画を活用した食文化等の情報発信 

・市立保育所における給食だよりでの食育に関する情報発信 

 

 

 

＜小学校 ぱくぱくだより抜粋＞ 



 

 

〇乳幼児健診の場を活用した食育啓発（こども青少年局） 

目標 1,2,4,5,13 ライフステージ (1),(2) 

・親子が集まる乳幼児健診の場で食生活・栄養に関する情報発信 

 

〇市場のプロによる出前授業等の実施（経済局） 

目標 6,11 ライフステージ (1) 

・魚や野菜等の正しい知識や流通の現状について学ぶ機会の提供 

 

〇栄養成分表示の活用方法の周知啓発（医療局） 

目標 8 ライフステージ (2) 

・栄養成分表示を活用する契機となる動画の放映 

 

〇「すくすくファーム横浜」による農体験事業（みどり環境局） 

目標 10 ライフステージ (1),(2) 

・３歳児健診会場で小松菜栽培キットの配布 

・市内産農畜産物を使った収穫体験イベントの開催 

・子育て世帯を対象にしたモニターバスツアーの開催 

・農体験や地産地消に関する情報を提供する農体験マップの構築 

 

〇食品ロス削減をテーマとした出前教室（資源循環局） 

目標 16 ライフステージ (4) 

・保育園・小学校での出前教室、 

区民まつり・イベントを通じて行動変容を促進 

 ・高校・大学での講義やパネル展示等を通じた啓発 

 

 

【各区・健康福祉局が連携した取組】 

 目標 
ライフ 

ステージ 

ハマの元気ごはん提供店登録制度の周知、登録勧奨 ８ (2),(3) 

食生活健康相談  １ (2),(3) 

乳幼児食生活健康相談、離乳食教室  １ (1),(2) 

栄養バランスのよい食事の啓発及び健康教育 ２ (4) 

ベジチェックを活用した食育啓発  ３ (4) 

食生活等改善推進員養成支援  ７ (2),(3) 

給食施設指導による食環境づくり ８ (4) 

災害時の食に関する啓発 14 (4) 

 

＜市場 出前授業の様子＞ 

＜栄養成分表示 啓発動画＞ 

＜食品ロス 区民祭りの様子＞ 

 

＜すくすくサツマイモ収穫体験の様子＞ 

＜離乳食教室の様子＞ 

 

 

 

 



横浜市食育推進計画（第３期）の目標に関連する取組
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1 NPO法人　横浜ガストロノミ協議会

家族と共に食する食の楽しさや、食の楽しさ
大切さを会員のメンバーのお店や講習会、食
のイベントなどで伝えている。

引き続き食の大切や楽しさを伝える。 日々の食の楽しさ大切さを伝える ガストロノミ協議会のメンバーが食の楽しさ
や大切を伝える。家族で食べる食事の大切さ
を伝える為に子供入店可能な営業を増やす

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

2 NPO法人　横浜ガストロノミ協議会

横浜ガストロノミ協議会としてボランティア
参加を呼びかけている

横浜ガストロノミ協議会としてのボランティ
ア活動を積極的に行う。

ガストロノミ協議会としてボランティア活動
を行う。　一般に向け料理教室2回程開催

料理教室の開催を増やす
● ● ● ● ●

3 NPO法人　横浜ガストロノミ協議会

・中学校給食へのアドバイスやメニューの開
発
・生産者との懇談会

来年から始まる中学校給食のメニュー開発や
アドバイスを行う。

中学校給食のメニュー開発やアドバイス（和
洋中のスープレシピの開発）
中学校給食のアピールなど

中学校給食の新たなメニュー開発

● ● ● ● ● ●

4 NPO法人　横浜ガストロノミ協議会

横浜中央市場とコラボレーションを行いレシ
ピの開発を行っている

横浜中央卸売市場と協力して市民の為の料理
料理教室やメニュー開発を取り組む。

市場と協力してメニュー開発や料理教室の開
催　1月に料理教室を開催

引き続き料理教室の開催やメニュー開発を行
う。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

5 NPO法人　横浜ガストロノミ協議会

食の安全性や知識の向上の為の勉強会 横浜市民の為の料理教室を開催 横浜市民の為の料理教室1月に料理教室を開
催

横浜の野菜などの地産地消食材の良さを伝え
ると共にメニュー開発を行い市民に伝える ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

6 NPO法人　横浜ガストロノミ協議会

・規格外の野菜や未使用魚の活用
・地元野菜を使った料理教室

地産地消・フードロスなどを積極的に取り組
む。

地産地消　フードロスの取組み　各メンバー
が積極的にメニュー開発を行い講習会などを
行いメニューを広げる。

地産地消　フードロスに対して積極的にメ
ニュー開発を行う。（廃棄予定の野菜などの
メニュー開発を行う。）

● ● ● ● ● ● ● ●

7 NPO法人　横浜ガストロノミ協議会

・生産者との懇談会
・規格外の野菜や未使用魚の活用
・横浜ガストロノミ協議会としてのフードロ
ス削減の取り組み

子供達への食育を行う。 子供達への食育　中学校給食コンクールの審
査員
中学校に訪問しての意見交換

引き続き食育をしっかり行う。子供達との意
見交換

● ● ● ● ● ● ●

8 NPO法人　横浜ガストロノミ協議会

横浜市民の為の健康レシピの開発を行う。 横浜市民の為の健康レシピの開発を行う。メ
ンバー各店舗で料理教室や東京ガスの施設を
仮り講習会を行う。

昨年同様の活動を行う。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

9 一般社団法人　ラシク045

・ラシク０４５に在籍する会員が代表を務め
る団体（つどいのひろば、拠点、障害者就労
支援施設、子育て支援者会場）などで親子の
現状を聞き、生活環境、食育アドバイスなど
を実施する。

令和６年度同様の取り組みを継続 ・ラシク０４５定期会議にて報告
・各会場や会場において事業時実施

令和７年度同様の取り組みを継続

● ● ● ● ● ● ● ●

10 一般社団法人　横浜市歯科医師会

６月「歯と口の健康週間行事」、１１月「秋
の健康づくり月間」に各地区で行うに行事に
おいて啓発活動や簡単に作れる朝食レシピの
紹介

・６月〜７月にかけて「歯と口の健康週間中
央行事」HP開催
・６月末に旭区「ズーラシア」にて動物・ヒ
トの「歯やお口」についてイベント開催

・６月〜７月「令和７年度横浜市歯と口の健
康週間中央行事」HP開催
　訪問者数（5739人）
・６月２９日旭区ズーラシアにて動物・ヒト
の「歯・お口」についてのイベント開催し、
子ども３２名、保護者２４名の参加があっ
た。食べるものと歯やアゴの構造の違いにつ
いて学んだ

・６月～７月にかけて「令和８年度横浜市歯
と口の健康週間中央行事」HP開催
７月初旬に旭区ズーラシアにて動物・ヒトの
「歯・お口」についてのイベントを開催
・６月歯と口の健康週間および１１月秋の健
康づくり月間では各地区にて食やお口・歯の
健康に関するイベントが開催される

● ● ● ● ● ● ●

11 一般社団法人　横浜市歯科医師会

・口腔疾患の予防と口腔機能育成に関する研
修会の実施
・保育所等職員に対して乳幼児保健研修会の
実施
・口腔機能発達不全症についてのセミナーの
実施

・口腔疾患の予防と口腔機能育成に関する研
修会の実施
・保育所等職員に対して乳幼児保健研修会の
実施
【新規】横浜市歯科医師会HP内「教えて！め
ばえちゃん」コンテンツ内での口腔機能発達
不全に対する動画等の作成

・口腔疾患の予防と口腔機能育成に関する研
修会の実施（修了者数：６４名）
・保育所等職員に対して乳幼児保健研修会の
実施（修了者数：１０５名）
・横浜市歯科医師会HP内「教えて！めばえ
ちゃん」に「授乳について」、「離乳食につ
いて」など乳幼児のお口の機能に注目したコ
ンテンツをアップデートした

・口腔疾患の予防と口腔機能育成に関する研
修会の実施
・保育所等職員に対して乳幼児保健研修会の
実施
・横浜市歯科医師会HP内「教えて！めばえ
ちゃん」コンテンツに離乳食を食べている時
の注意すべきポイント解説の動画作成

● ● ● ● ● ●

12 一般社団法人　横浜市歯科医師会

歯周病検診や前期・後期高齢者における歯科
健診の実施。また横浜市各地区で歯周病や生
活習慣病についてのセミナーを開催

【新規】歯周病検診対象年齢２０歳、３０歳
への拡大に伴う若い世代への歯周病や生活習
慣病についての啓発促進

・６月歯と口の健康週間、１１月秋の健康づ
くり月間を中心に、各地区で歯周病検診の対
象拡大について周知啓発を行なった

検診受診率が伸び悩んでいる２０歳、３０歳
に対してより効果的なアピール方法を考え、
若年層に対して「自分の歯で一生美味しく食
事をとること」を広く啓発していく

● ● ● ● ●

13 一般社団法人　横浜市歯科医師会

・保育園健診等の歯科保健指導時に「噛むこ
との大切さ」を指導
・各地区で「口腔機能低下症」のセミナーで
「噛むことの重要性」「口腔機能低下予防」
の周知

・保育所等入所児童歯科健診事業の保健指導
に「噛むことの大切さ」を指導
【新規】オーラルフレイルの新たなチェック
項目「OF-5」を中心とした口腔機能低下に関
する啓発媒体の作成

・保育所等入所児童歯科健診事業の保健指導
時に「口腔機能の発達」を盛りこみ、しっか
り食べられるお口を育てる意識を保育の現場
でも高めてもらうよう働きかけた

・健康長寿社会よこはまの実現のために全て
のライフステージに対し、「自分の歯で美味
しく食事をとること」「お口の機能を維持す
ること」の大切さを啓発していく
・令和８年度歯と口の健康週間中央行事HPに
て「８０２０達成者の歯みがき事情」コラム
を作成掲載。市民に向けて８０２０運動を身
近に感じてもらい自身の歯・お口の健康への
関心を高めてもらう

● ● ● ● ●
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14 公益社団法人　神奈川県栄養士会

・（公財）かながわ健康財団主催の「健康
チャレンジフェアかながわ」に参加生活習慣
病予防対策を中心に展示、資料配布

・（公財）かながわ健康財団主催の「健康
チャレンジフェアかながわ」に参加　測定等
体験型ブース展示

「健康チャレンジフェア」に参加
10月25日（土）12：00～16：00
そごう9階センタープラザ・シビルプラザ
「今日の栄養、明日への健康　野菜を食べて
いますか？」（１２７人）
4団体と連携した「オーラルフレイル予防ス
タンプラリー」（１００人）
全体来場者数　（１７４１人）

「健康チャレンジフェア」に参加、多団体と
連携し取り組む　１０月１７日開催予定

● ●

15 公益社団法人　神奈川県栄養士会

・神奈川県歯科医師会の後期高齢者歯科検診
モデル事業「オーラルフレイル予防教室」栄
養改善プログラムに協力（横須賀市、鎌倉
市、三浦市、）
・横浜市歯科医師会の主催デンタルショーに
参加予定　食育をテーマに展示ブースを設
け、資料、レシピの配布を行う歯と口の健康
週間行事に参加協力

・横浜市歯科医師会主催
歯と口の健康週間イベント後援
会員に周知

「歯と口の健康週間中央行事2025年」　横浜
市歯科医師会の後援依頼に応じ、会員への周
知に協力した

「歯と口の健康週間中央行事2026年」　横浜
市歯科医師会の後援依頼に応じ、会員への周
知に協力する予定

● ● ● ●

16 公益社団法人　神奈川県栄養士会

・「市民活動フェア」にて栄養士会第1県民
活動事業部の活動紹介を行う
様々な世代に向けた食育活動について紹介
・レシピ配布などの会場でのフェア参加と
WEB配信
・「こどもができる簡単料理レシピ集」を作
成し、このレシピを使ったこども料理教室を
開催

・「市民活動フェア」、「健康チャレンジ
フェア」に出展
様々な世代に向けた食育活動について紹介
会場での栄養相談　レシピ配布
「こどもができる簡単料理レシピ集」を使っ
た料理教室を開催

・「市民活動フェア」は、運営委員会に出席
し、開催内容について見直し必要という意見
があり今年度は中止した
・「こどもができる簡単料理レシピ集」を
使った料理教室は開催無し、シニア料理教室
に変更

・市民活動フェア参加について検討
・市民向け料理教室の開催予定

● ● ● ●

17 公益社団法人　神奈川県栄養士会

・横浜中央卸売市場発行　栄養士会監修の
「とりわけ離乳食レシピブック」を使う離乳
食教室を開催　横浜市内の子育て拠点、子育
てサロン、子育て広場にてお魚離れが進む世
代にむけてお魚を使う離乳食料理を紹介する

・横浜中央卸売市場発行　栄養士会監修の
「とりわけ離乳食レシピブック」を使う離乳
食教室の開催
横浜市内の子育て拠点、子育てサロン、子育
て広場にて開催する。

横浜市中央卸売市場発行　栄養士会監修の魚
を使った「とりわけ離乳食レシピ」を使用し
て、魚料理を離乳食に活用する離乳食教室の
開催
市内子育て拠点、子育て広場等４か所で（４
回）開催

・横浜市子育て拠点、子育てサロン、子育て
広場等で「お魚離乳食教室」を開催予定

● ●

18 公益社団法人　神奈川県栄養士会

・「かながわ食育フェスタ」に展示ブース参
加し、特に親子向けにお箸の使い方を豆使い
ゲームなどを通して伝える

関連団体として横浜市への事業協力
・「フレイル予防」
【新規】高齢者向け料理教室開催
・公衆衛生をテーマとしたイベント
【拡充】女性の健康づくりを視野に入れる。

令和７年11月８日新都市ホールで開催された
「フレイル予防フェス　よこはま」にて、フ
レイル予防栄養相談ブースを出展（１２４
人）の相談があった
・横浜市内の認定栄養ケア・ステーションに
て「10年後の食事を考える～高齢者のための
料理教室」のタイトルでフレイル予防につい
ての講話と、調理実習を実施した（１７人）

継続して市内介護予防事業「フレイル予防」
に取組む
【新規】女性の健康づくりを視野に入れた健
康づくり講座の開催

● ● ● ●

19 公益社団法人　神奈川県栄養士会

・かながわビッグレスキューへの展示
JDA-DAT（日本栄養士会並びに神奈川県栄養
士会災害支援チーム）の活動周知を行った
横浜市防災計画関連機関として食を通した災
害支援に協力
・災害時の備蓄食品についての動画配信、
パッククッキングの動画配信をYouTubeで
行っている

・かながわビッグレスキューへの展示
・横浜市防災計画関連機関として食を通した
災害支援に協力
・地域での防災イベントに参加
災害備蓄食品、パッククッキングの紹介

・令和７年度11月9日ビッグレスキュー（県
立城ケ崎公園）に参加。DAT号の、災害時備
蓄食品展示　アンケート実施８０名参加
避難内保健医療福祉活動訓練に参加　栄養相
談４名
・３月1日　逗子市池子第1運動場「令和7年
度消防・防災フェア」に参加DAT号、災害時
備蓄食品展示、パッククッキング紹介。アン
ケート１３４名実施

・令和８年度ビッグレスキュー（厚木市）9
月1日に参加予定　避難所内保健医療福祉活
動訓練に参加予定
・金沢区食生活改善推進員対象「パッククッ
キング」講習会開催予定

● ● ● ●

20 株式会社 崎陽軒

２００５年に「つづき博士倶楽部」に登録し
都筑区内の小学校にて　「シウマイから学ぶ
食べ物のかがく」の食育講座を提供。
また市内中学校で１２年間にわたり職業講座
と製造体験を実施

2005年に「つづき博士倶楽部」に登録し都筑
区内の小学校にて「シウマイから学ぶ食べ物
のかがく」の食育講座を提供。
また市内中学校で12年間にわたり職業講座と
製造体験を実施

食育講座や、職業講座（製造体験）は開催さ
れなかった。
地域の小学校、中学校の見学を受け入れた
見学時、 食品衛生の工夫の一つとして、実
際に作業者の白衣を1名のお子さんにみんな
の前で着用してもらい、髪や・異物が白衣の
外に出にくい作りになっていることなどを授
業形式で案内した。

・店舗での購入者向けのクローズドキャン
ペーンの景品として、実施。
・小学校、中学校の見学受け入れ、継続。
プログラムの中で、食育に関係する事項を

とり入れていく
● ●

21 株式会社 崎陽軒

レストランにおいて産地の書かれたメニュー
を提供。
市内でとれた小松菜を使用他。

レストランにおいて産地の書かれたメニュー
を提供。
市内産物でとれた小松菜を使用他。

新）本店イルサッジオにおいて、
ハマの元気ごはんの登録申請を行った
レストランにおいて産地の書かれたメニュー
を提供。
市内産物でとれた小松菜を使用他。

【新規】本店イルサッジオ、ハマの元気ごは
んの提供、登録となった。
レストランにおいて産地の書かれたメニュー
を提供。
市内産物でとれた小松菜を使用他。

● ● ● ●

22 株式会社 崎陽軒

西区、都筑区、戸塚区の食品衛生協会に所属
し、区民祭りや　横浜市食品衛生協会の行事
を通じ、食中毒予防の啓蒙活動、を毎年行っ
ている

西区、都筑区、の食品衛生協会に所属し、区
民祭りや　横浜市食品衛生協会の行事を通
じ、食中毒予防の啓蒙活動を毎年行ってい
る。

西区、都筑区、の食品衛生協会に所属し、各
食品衛生協会の行事、区民祭り、また上位団
体の横浜市食品衛生協会の行事を通じ、食中
毒予防の啓蒙活動を実施した。

西区、都筑区、の食品衛生協会に所属し、各
食品衛生協会の行事や区民祭り、上位団体の
横浜市食品衛生協会の行事を通じ、食中毒予
防の啓蒙活動を毎年行う。

● ● ● ●

23 株式会社 崎陽軒

・災害時における炊き出しとしての製品（弁
当類）の継続的提供や、　「ローリングス
トック法」の認知拡大のため、継続的にカタ
ログ
・自社サイトにて、ローリングストック法を
紹介。

・災害時における炊き出しとしての製品（弁
当類）の継続的提供や、「ローリングストッ
ク法」の認知拡大のため、継続的にカタログ
・自社サイトにて、ローリングストック法を
紹介。

ローリングストック法、ローリングストック
セットを販売

ローリングストック法、ローリングストック
セットを販売

● ● ● ●

24 株式会社 崎陽軒

生産工程で発生する規格外のサイズや形、余
剰となってしまった食材などを使用した
『横浜市×崎陽軒「もったいない」を見直そ
う弁当』、『横浜市×崎陽軒「もったいな
い」を見直そう弁当2』を発売し、市民の皆
様に購入していただくことで食品ロス削減に
取り組んでいただいた。

生産工程で発生する食品ロスに関して資源化
を中心に取り組む。
ロス自体が出ないような、工程改善などを小
集団活動を行う。
また、『横浜市×崎陽軒「もったいない」を
見直そう弁当』に関しては、取組依頼があれ
ば対応。

生産工程で発生する食品ロスに関して資源化
を中心に継続的に実施。
ロス自体が出ないように、発注コントロール
の自動化を取り入れた

生産工程で発生する食品ロスに関して資源化
を中心に取り組む。
ロス自体が出ないような、工程改善などを小
集団活動を行う。

● ● ● ●
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令和７年度取組実績令和６年度以降の取組団体名Ｎｏ

＜基本目標１＞
おいしく楽しい「食」や食環境づくりを推進が、市民の一人ひとりの生涯を通じた健康を支える。（健康増進の

＜基本目標２＞
食の多様性や横浜らしい食文化を継承し、食に関する持続可能な環境を整える。（社会・環境・食文化・食の

ライフステージ

令和７年度取組計画

食の安全と環境に配慮した食育の推進
何でもおいしく楽しく食べ
よう

自然に健康になれる食環境づくり 地産地消等の推進栄養バランスに配慮した食生活の推進

令和８年度取組計画

25 横浜市場プロモーション委員会

・市場隣接地にて、市場直送の食材を活用し
た飲食物を販売するイベントを開催。新鮮な
市場食材を味わうことで食への興味関心を育
む。

・市場隣接地にて、市場直送の食材を活用し
た飲食物を販売するイベントを開催。（約
15,000人来場）イベント内で食生活改善推進
員と連携した、1日の野菜摂取量を学ぶワー
クショップを実施（150人参加）

・【新規】横浜市内の小学生等を対象とした
「さかな・やさい・くだもの」をテーマにし
たポスターコンクールを実施

● ● ● ● ●

26 はまふぅどコンシェルジュ

旬の野菜を使った簡単な家庭料理の料理教
室。旬の野菜についての豆知識を得たり、野
菜を無駄なく使い切れる簡単なレシピを学ん
だりする講座。

旬の野菜を使った簡単な家庭料理の料理教
室。旬の野菜についての豆知識を得たり、野
菜を無駄なく使い切れる簡単なレシピを学ん
だりする講座。

・株式会社シンサナミでの料理教室　実施回
数　３回（２０人）
・地区センターでの料理教室　実施回数　１
回（２０人）

旬の野菜を使った簡単な家庭料理の料理教
室。旬の野菜についての豆知識を得たり、野
菜を無駄なく使い切れる簡単なレシピを学ん
だりする講座。【新規】クッキングサロンハ
マっ子でも講座開催

● ● ●

27 はまふぅどコンシェルジュ

ローリングストックを応用した簡単な家庭料
理の料理教室。ローリングストックという方
法や、それを使った簡単な料理を学ぶ講座

ローリングストックを応用した簡単な家庭料
理の料理教室。ローリングストックという方
法や、それを使った簡単な料理を学ぶ講座

・機会を設けられず実施できなかった ローリングストックを応用した簡単な家庭料
理の料理教室。ローリングストックという方
法や、それを使った簡単な料理を学ぶ講座

● ● ● ●

28 はまふぅどコンシェルジュ

「3R夢なクッキング講座」家庭の冷蔵庫の食
品ロスに目を向け、手作りドレッシングを作
る料理教室

【新規】港北区国際交流ラウンジにて、季節
に応じた食育講座を開催。
（６年度も数回実施済み）

・食育講座　実施回数　４回　（４０人） 港北区国際交流ラウンジにて、季節に応じた
食育講座を開催。【拡充】実施回数を増やす

● ● ● ●

29 はまふぅどコンシェルジュ

・生活習慣病健診や人間ドックを推進し、若
い世代の健診受診率向上を図る運動を展開
・ＪＡグループである厚生連と連携し、生活
習慣病健診や人間ドックを推進し、病気等の
早期発見につとめる。

横浜市泉区の一般社団法人かけはしにて、
【作って食べよう】の食育講座を開催。（担
当が変わったため不定期開催予定）

・担当が変わり実施できなかった 【新規】神奈川県栄養士協議会の調理講習会
講師

● ● ● ● ● ●

30 ユカナガシマ・クッキングサロン

部活動の生徒や居場所作りカフェ、食育講座
において、朝食や栄養バランスを含めた食育
啓発を行う。

【拡充】学校や居場所づくり事業など一定の
場所に来れる児童生徒だけにとどまらず、各
種専門性や地域の見守り支援などを行ってい
る団体と協力し、学校の理解を得ながら、不
登校児童生徒への「食」の関心を持たせ、自
らのちからで一歩踏み出せる機会・場を作
る。

部活動食育活動は、着実に定着している。こ
ちらからのアプローチではなく、学校・職員
などから希望が出ていることがその表れと考
える

【拡充】学校現場においては、指導者の外部
委託が進んでいく中、学校内だけではなく、
個々の学校外の活動にも目を向け、アプロー
チしていく

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

31 ユカナガシマ・クッキングサロン

日々の活動をアピールすることで共感者を増
やす。誰でも参加できるように、ボランティ
ア内容は多岐にわたることを明示する。どん
なことでも、「食」が心を豊かにすることを
伝えることで、ボランティア自身が心豊かに
なることなどを伝える。

【拡充】ボランティア希望者には、ただそこ
に来て手伝うのではなく、『食』「人』への
関わり方などの知識・スキルアップが徐々に
できるように、きめ細かなコーディネートが
求められると考える。

高校においては卒業生の協力などが得られる
ようになり、広報活動は功を奏していると感
じた

【拡充】今後も、諸活動の周知を、学校など
関連機関と進める

● ● ● ●

32 ユカナガシマ・クッキングサロン

人それぞれ環境が違うことを知ることで、出
来ることや行えることは違ってくる。その場
に応じた最善の知識と、適切な行動ができる
ような理解者・企業そして場所を確保するよ
うに進めていく。あらゆる年齢に対応できる
ような、データ資料作りをすすめる

【拡充】積み重ねたデータと上記スキルアッ
プなどを共有してい区ことが、「食」の底上
げにつながると考える

満足できるデータベース作成までには至らな
かったが、今後を見据えた人材拡充のもとは
発見できつつある

さらに協力者を募り、継続予定

● ● ● ●

33 ユカナガシマ・クッキングサロン

食農体験として、実践しているが、限られた
学校だけではなく、拡大していく→横浜総合
高校に加え、戸塚高校定時制や更には市立高
校全体に取り組めるよう、多角的に考える
また、農業体験などを通じて就労など、キャ
リア支援につながるような仕組みにしてい
く。

【拡充】さらに生徒が自ら考え行動できるよ
うにするための、仕組みもしくは組織作り

高校の居場所づくりカフェにおいては、卒業
生で農産物事業者との連携が始まり、新たな
食のステージが生まれる。校内地産地消か
ら、横浜型食環境の循環へと発展へと繋げ始
める

市立高校校内カフェ事業を起点とした今まで
の各団体や事業者との連携から、学校・卒業
生・企業との食と環境を重視したコラボレー
ションにより、食と人の循環へのアプローチ
の拡充を図る。これにより、より食の活動に
よる広がりをアピールし、協力団体などの拡
充へ繋げる。

● ●

34 ユカナガシマ・クッキングサロン

10の取り組みを進める中で、自ら食材・食品
を知り、知ろうとする学ぶ姿勢を育て、自ら
の健康や他者への思いやりにつながる大人に
育てる。

【拡充】さまざまなチャンスに活かすための
ツール作り。また、関係機関との連携のはか
りかたのグレードアップ。

市立高校において、昨年度に引き続き継続は
できている。今後、必要なことは、想いにと
もなう協力要素である。協力者・協力企業へ
のアプローチは都度行われており、未来に向
けても良好と感じるが、行政を含めた予算の
確保が最大の課題。

縦割りの中にどう切り込んでいくかを推し進
める

● ●

35 ユカナガシマ・クッキングサロン

日々の生活の中での当たり前のことが「食」
とつながり、さまざまなつながりを形成して
いることを、講座や講演・コラムなどの中で
伝えていく。

【拡充】広報の仕方を改めて構築する。今行
なっている、よこはまスパイスさんとの共催
事業の弁当コンクールものその一つですが、
規模は小さくても、他にもコンクール形式を
試みる。

コンクール形式での広報の拡充はできなかっ
たが、「食」を生きる力に繋げることの新し
い取り組みはできた。例として、不登校生徒
とその家族へのサポート事業のスタート。

【拡充】お弁当コンクールの需要は他にもあ
る。しかしながら、それぞれが多忙感を抱え
る中、若い世代をどう取り込み拡充するかが
課題。 ● ● ●
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令和７年度取組実績令和６年度以降の取組団体名Ｎｏ

＜基本目標１＞
おいしく楽しい「食」や食環境づくりを推進が、市民の一人ひとりの生涯を通じた健康を支える。（健康増進の

＜基本目標２＞
食の多様性や横浜らしい食文化を継承し、食に関する持続可能な環境を整える。（社会・環境・食文化・食の

ライフステージ

令和７年度取組計画

食の安全と環境に配慮した食育の推進
何でもおいしく楽しく食べ
よう

自然に健康になれる食環境づくり 地産地消等の推進栄養バランスに配慮した食生活の推進

令和８年度取組計画

36 一般社団法人　横浜市食品衛生協会

食中毒予防と食の安全の啓発 引き続き講習会事業での食中毒予防を啓発し
ます。

eラーニングによる食品衛生講習で約8500人
に食中毒予防の周知啓発を行った

引き続き講習会事業での食中毒予防を啓発し
ます。
また、横浜市内１８区の食品衛生協会と協力
しさらなる食中毒予防を啓発する ● ● ● ● ●

37
一般社団法人　F・マリノススポーツ
クラブ

・小学校、中学校でのスポーツを通した食育
活動で「朝食の大切さ」や「栄養バランスの
よい食事」等をテーマに実施

・横浜市の小学校を対象に、サッカー食育
キャラバンを実施（200校強の申込）
・体育の授業と給食の時間を使い、身体を動
かす事の楽しさ（健康や友達との協力）と好
き嫌いなく何でも食べよう！朝ごはんをしっ
かり食べよう！の講話
・資源循環局と作成した「食品ロス」のプリ
ントの配布

・横浜市の小学生（１，２年生対象）サッ
カー食育キャラバン実施
実施回数　１７５校　１３，４６２名参加

・横浜市の小学校を対象に、サッカー食育
キャラバンを実施（200校強の申込）
・体育の授業と給食の時間を使い、身体を動
かす事の楽しさ（健康や友達との協力）と好
き嫌いなく何でも食べよう！朝ごはんをしっ
かり食べよう！の講話
・資源循環局と作成した「食品ロス」のプリ
ントの配布

● ● ● ● ●

38
一般社団法人　F・マリノススポーツ
クラブ

小学校、中学校での講演の際に、「食品ロ
ス」を分かりやすいようにプリントを配布
（資源循環局とのコラボプリント）

・横浜市の中学校を対象に、食育教室を実施
（MAX40校）
・「将来に向かっての食習慣づくり」（健康
なカラダを作る食生活をしよう）と題し50-
90分の講座を実施。その後、ケガの予防のス
トレッチを実践
・資源循環局とコラボで作成した「食品ロ
ス」のプリントの配布

・横浜市の中学生に食育教室実施
実施回数　３７校　６，３０１名参加

・横浜市の中学校を対象に、食育教室を実施
（MAX40校）
・「将来に向かっての食習慣づくり」（健康
なカラダを作る食生活をしよう）と題し50-
90分の講座を実施。その後、ケガの予防のス
トレッチを実践
・資源循環局とコラボで作成した「食品ロ
ス」のプリントの配布

● ● ●

39 ＪＡ横浜

市内小学校5年生を対象に稲作栽培支援事業
を実施し、農業体験を通じて子どもたちへ"
いのち"の源である食を育む農業の大切さを
伝える。

本年度より新規申請校を重点項目に掲げ、稲
作栽培支援事業を実施していく。

・市内小学校新規申請校および脱穀・精米等
農機貸出依頼校に対し、稲作栽培支援事業を
実施し、農業体験を通じて子どもたちへ"い
のち"の源である食を育む農業の大切さを普
及啓発。
実施校：28校　実施回数：32回
参加児童数：延べ2,161名
・新規実施小学校担当教員に対し「稲作栽培
指導者向け資料」を配布。

引き続き、新規申請校および脱穀・精米等農
機貸出
依頼校に対し、稲作栽培支援事業を実施して
いく。

● ●

40 ＪＡ横浜

11月の地産地消月間において、「学校給食食
材一斉供給」を実施。

11月の地産地消月間において、「学校給食食
材一斉供給」を実施していく。　食材：キャ
ベツ　実施日：11・18・20・27日の4日間
実施対象校数：348校　食材供給量：7,000㎏

11月の地産地消月間において、「学校給食食
材一斉供給」を実施。
食材：キャベツ
献立：「はまっ子キャベツナ」
実施日：11月11・18・20・27日の4日間
実施対象校数：328校
食材供給量：5,939㎏

11月の地産地消月間において、「学校給食食
材
一斉供給」を実施していく。
食材：ダイコン
献立：横浜野菜たっぷり豆乳豚汁
実施日：11月10・17・19・26日の4日間
実施対象校数：348校
食材供給量：4,000㎏

● ●

41 ＪＡ横浜

ハマッ子直売所にて地元の農畜産物を販売。
毎週木曜、市庁舎にて横浜野菜の直売を開
催。他にも、クッキング動画を配信すること
で地産地消のPRにつとめている。

・ハマッ子直売所は年間を通して、地元の農
畜産物を市内13店舗で販売。
・市庁舎販売は木曜日（50回）に加え、月曜
日（8回）を追加し年58回開催を予定。月曜
日については、横浜野菜の他に花や果物を多
く販売し横浜産農産物を広く普及する。

行政等と連携した販売イベントを132回実施
しました。横浜市庁舎販売は好評により回数
を追加し63回実施、横浜産の野菜・果物・花
等を販売し、横浜産農産物のPRに努めまし
た。また、行政・小学校と連携し、小学生が
横浜野菜を使用して考案したメニューがレス
トランに採用され、子どもたちが食に触れる
機会を設けることができました。

園芸博覧会に向けて行政と連携し、イベント
販売を実施中です。
また、市庁舎販売は毎週月・木に販売日を増
やし、計93回の販売を行います。横浜野菜・
果物・花等を販売し、地産地消の普及に広く
努めてまいります。 ● ● ● ●

42 ＪＡ横浜

地産地消料理教室の開催。「クッキングサロ
ンハマッ子」を活用し、定期的に料理教室を
開催。はまふうどコンシェルジュや料理研究
家等の講座を開催。

引き続き「クッキングサロンハマッ子」料理
教室を開催し、地産地消の普及に努めてい
く。

食材に市内産農畜産物を使用した「クッキン
グサロンハマッ子」料理教室を開催し、地産
地消の普及啓発に努めた。
実施回数：84回　受講者：1,521名

引き続き「クッキングサロンハマッ子」料理
教室を開催し、地産地消の普及に努めてい
く。

● ●

43 ＪＡ横浜

フードバンクへの協力、フードドライブによ
る食品の提供

・女性部では、12月にフードバンク神奈川へ
寄付。
また、支部ごとに仕分けボランティアを実
施。【新規】
・たすけ愛の会では、引き続きフードバンク
へ仕分けボランティアとして年４回実施予
定。

・女性部では、フードバンクかながわへ
176,232円（12月）を寄付。支部毎に仕分け
ボランティアを行うとともに女性部大会（2
月）では、参加者にお米のフードドライブを
呼びかけ、約144㎏を寄贈。

・たすけ愛の会では、公益社団法人フードバ
ンクかながわへ、仕分けボランティアに参
加。年４回実施。参加人数　延べ３７名。

・女性部では、引き続きフードバンクかなが
わへ寄付金（12月）および仕分けボランティ
ア（支部毎）を実施予定。

・たすけ愛の会では、引き続きフードバンク
へ仕分けボランティアとして年４回実施予
定。

● ●
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令和７年度取組実績令和６年度以降の取組団体名Ｎｏ

＜基本目標１＞
おいしく楽しい「食」や食環境づくりを推進が、市民の一人ひとりの生涯を通じた健康を支える。（健康増進の

＜基本目標２＞
食の多様性や横浜らしい食文化を継承し、食に関する持続可能な環境を整える。（社会・環境・食文化・食の

ライフステージ

令和７年度取組計画

食の安全と環境に配慮した食育の推進
何でもおいしく楽しく食べ
よう

自然に健康になれる食環境づくり 地産地消等の推進栄養バランスに配慮した食生活の推進

令和８年度取組計画

44
公益財団法人　よこはま学校食育財
団

・親子料理教室は、調理実習と食育講座を組
み合わせて開催している。学校給食でなじみ
がある食品を使って料理を作ったり、食品の
知識を深めたりすることで家庭料理のレパー
トリーを広げ、より栄養バランスに配慮した
食事ができるように引き続き支援する。
・財団ホームページを活用した情報発信によ
り、学校給食を通して栄養バランスに配慮し
た食事の在り方を伝える。

【ファミリー料理教室】
・親子料理教室はファミリー料理教室と改称
し、小学生とその保護者が参加できることを
改めて示していく。
・予定年間実施回数は５回
・調理実習と食育講座を組み合わせて開催
し、学校給食でなじみがある食品を使って料
理を作ったり、食品の知識を深めたりするこ
とで家庭料理のレパートリーを広げ、より栄
養バランスに配慮した食事ができるように引
き続き支援する。
【財団ホームページ】
給食献立のレシピを公開し、家庭で作った給
食の料理を投稿するコーナーを継続する。

●ファミリー料理教室
・実施回数　５回　参加人数延べ２０８人。
・調理実習と食育の講話を組み合わせて開催
したことで、参加者が食育に興味をもって参
加していくことができた。また、給食に出て
くる料理を実際に作ることで、バランスのよ
い食事の取り方を理解してもらうことができ
た。
●財団ホームぺージ
・給食献立のレシピを家庭向けの分量や作り
方を公開し、実際に家庭で作られた料理は
182回ホームページに投稿された。

●ファミリー料理教室
・親子料理教室はファミリー料理教室と改称
し、小学生とその保護者が参加できることを
改めて示していく。
・予定年間実施回数は５回
・調理実習と食育講座を組み合わせて開催
し、学校給食でなじみがある食品を使って料
理を作ったり、食品の知識を深めたりするこ
とで家庭料理のレパートリーを広げ、より栄
養バランスに配慮した食事ができるように引
き続き支援する。
●財団ホームページ
給食献立のレシピを公開し、家庭で作った給
食の料理を投稿するコーナーを継続する。

● ● ●

45
公益財団法人　よこはま学校食育財
団

学校が開催する給食試食会に財団職員を派遣
し、保護者が学校給食の物資調達や食の安
全、栄養バランスが良い献立作りなどについ
て理解を深めることができるよう引き続き支
援する。

【試食会支援プロジェクト】
・学校が開催する給食試食会に財団職員を派
遣し、保護者が学校給食の物資調達や食の安
全、栄養バランスが良い献立作りなどについ
て理解を深めることができるよう引き続き支
援する。
・予定支援校数は年間約20校
【食育教室】
・学校や外部団体からの要請に基づいて食育
教室を支援する。

●試食会新プロジェクト
・学校が開催する給食試食会に財団職員が昨
年度は36校に赴き、保護者に対し学校給食の
物資調達の仕組みや食の安全、バランスのよ
い献立の提供について理解を深めることがで
きた。
●食育教室
・児童向けの授業に参画した。給食献立を教
材にして、児童が「周年お祝い献立」を考案
できるように、講師として小学校に赴き、教
員と協業で行った。

●試食会支援プロジェクト
・学校が開催する給食試食会に財団職員を派
遣し、保護者が学校給食の物資調達や食の安
全、栄養バランスが良い献立作りなどについ
て理解を深めることができるよう引き続き支
援する。
・予定支援校数は年間約20校
●食育教室
・学校や外部団体からの要請に基づいて食育
教室を支援する。

●

46
公益財団法人　よこはま学校食育財
団

横浜市、JAと連携し、年に一度一斉に市内産
野菜を購入して学校給食に提供する。

【市内産野菜の一斉供給】
・横浜市、JAと連携し、年に一度一斉に市内
産野菜を購入して学校給食に提供する。
・予定品目はキャベツ、予定供給対象は小学
校、義務教育学校、特別支援学校の最大348
校

●市内産野菜の一斉共給
・横浜市、JAと連携し市内産野菜「キャベ
ツ」を使った「はまっ子キャベツナ」を小学
校、義務教育学校、特別支援学校　384校へ
供給した。

●市内産野菜の一斉供給
・横浜市、JAと連携し、年に一度一斉に市内
産野菜を購入して学校給食に提供する。
・予定品目はだいこん、予定供給対象は小学
校、義務教育学校、特別支援学校の最大348
校

● ●

47
公益財団法人　よこはま学校食育財
団

財団ホームページに年中行事と食事に関する
食育記事を掲載し、家庭の食事の参考にした
り、学校の職員が給食だより等に活用できた
りする情報を提供している。

【財団ホームページ】
財団ホームページに年中行事と食事に関する
食育記事を掲載し、家庭の食事の参考にした
り、学校の職員が給食だより等に活用できた
りする情報を提供する。

●財団ホームぺージ
・財団ホームぺージに食育に関する情報を学
校の職員が、活用しやすいように提供をする
ことができた。

●財団ホームページ
【拡充】ホームページリニューアルに向け
て、保護者や学校職員がより利用し易いレイ
アウトや興味を引く食育情報の提供の仕方を
検討していく。引き続き、年中行事と食事に
関する食育記事を掲載し、家庭の食事の参考
にしたり、学校の職員が給食だより等に活用
できたりする情報を提供する。

● ●

48
公益財団法人　よこはま学校食育財
団

・給食物資納入業者を講師に招き、調理従事
者を対象にした食材塾を引き続き開催する。

【食材塾】
・給食物資納入業者を講師に招き、小学校の
給食調理員、栄養教諭、学校栄養職員、教諭
等を対象にした食材塾を引き続き開催する。
・予定年間実施回数は2回

●食材塾
・横浜中央卸市場本場の青果棟の見学会と
「青果についての知識を深める」の講義を受
けた。また、理研ビタミン株式会社の方を講
師に招き、「わかめについての講義と食育授
業体験」の2回実施し延べ49名が参加した。

●食材塾
・給食物資納入業者を講師に招き、小学校の
給食調理員、栄養教諭、学校栄養職員、教諭
等を対象にした食材塾を引き続き開催する。
・予定年間実施回数は2回 ● ● ●

49 横浜市食生活等改善推進員協議会

活動を通じて、「1日3食、栄養バランスよく
食べる」「野菜たっぷり食べる（１日３５０
ｇ）」「口から食べる」等について伝える

● ● ● ● ● ●

50 横浜市食生活等改善推進員協議会

活動を通じて、「適正体重を維持」について
伝える

● ● ● ●

51 横浜市食生活等改善推進員協議会

活動を通じて、家族と食事をすることは、楽
しいことを伝える。 ● ● ● ●

52 横浜市食生活等改善推進員協議会

・活動を通じて、食育について啓発を行う

● ● ● ●

53 横浜市食生活等改善推進員協議会

・「私たちの健康は私たちの手で」というヘ
ルスメイトの考えを啓発活動等を通して市民
に伝え、仲間を増やす礎にする

・実施事業内で各区活動の紹介、各区栄養士
によるヘルスメイト育成教育に協力し、不安
なく活動が始められる様、各区工夫してい
く。

・実施事業内で各区活動の紹介、各区栄養士
によるヘルスメイト育成教育に協力し、不安
なく活動が始められる様、各区工夫した。
・18区合計36回実施、延べ524人のヘルスメ
イトが関わった。

・実施事業内で各区活動の紹介、各区栄養士
によるヘルスメイト育成教育に協力し、不安
なく活動が始められる様、各区工夫してい
く。

● ● ●

・横浜市委託事業の行動目標に据えて、全世
代で啓発を実施
　育ち・学びの世代
    18区合計36回実施　720人啓発予定
　働き・子育て世代
    18区合計36回実施　720人啓発予定
　実りの世代
    18区合計36回実施　720人啓発予定

【拡充】働き・子育て世代、実りの世代中心
に「自然災害等の「もしも」の健康リスクに
備える」を行動目標に据えて、食料品等の備
蓄に努める市民を増やす啓発活動をする。
18区合計36回実施　1,440人に啓発予定

・全世代において啓発活動を実施予定
　集会形式・個人活動合わせて令和6年度並
予定

・横浜市委託事業の行動目標に据えて、全世
代で啓発を実施
　育ち・学びの世代
　　18区合計36回実施　1,631人に啓発
　働き・子育て世代
　　18区合計36回実施　637人に啓発
　実りの世代
　　18区合計36回実施　716人に啓発
　暮らしの備え（R.7年度拡充事業）
　　18区合計36回実施　1,872人に啓発

・横浜市委託事業の行動目標に据えて、全世
代で啓発を実施
　育ち・学びの世代
    18区合計36回実施　720人啓発予定
　働き・子育て世代
    18区合計36回実施　720人啓発予定
　実りの世代
    18区合計36回実施　720人啓発予定

働き・子育て世代、実りの世代中心に「自然
災害等の「もしも」の健康リスクに備える」
を行動目標に据えて、食料品等の備蓄に努め
る市民を増やす啓発活動をする。
18区合計36回実施　1,440人に啓発予定

・全世代において啓発活動を実施した。
　集会形式　1,698回実施　39,709人に啓発
　対話・訪問形式　4,210回実施　14,746人
に啓発

・全世代において啓発活動を実施予定
　集会形式・個人活動合わせて令和7年度並
予定
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第 22回食育推進全国大会について 

 

第 22回食育推進全国大会について、2027年国際園芸博覧会会場内での開催が決定しました。開

催にあたっては、農林水産省を中心に、神奈川県及び横浜市が協力して実施する予定です。 

 

１ 第 22回食育推進全国大会 開催概要 

  日時：令和９年６月 26日（土曜日） 

会場：2027年国際園芸博覧会会場内（神奈川県横浜市瀬谷区瀬谷町 246） 

内容：食育活動表彰、シンポジウム等 

 

（参考）農林水産省ホームページ「食育推進全国大会」 

https://www.maff.go.jp/j/syokuiku/taikai/gaiyo.html 
 

 

２ 食育活動表彰について 

(1)  表彰対象 

 【ボランティア部門】  

ア 食生活改善推進員及び食生活改善推進員で構成される団体（市区町村を単位とするものを含 

む。）  

イ 食育推進ボランティアの部  

食育推進ボランティアとして活動している個人若しくは団体  

※自薦又は他薦（都道府県、政令指定都市及び大学等の長による推薦）  

 

【教育関係者・事業者部門】 

ア 教育関係者の部  

教育並びに保育、介護その他の社会福祉、医療及び保健（以下「教育等」という。）に関す

る機関・団体、教育等に関する職務に従事する者等  

イ 農林漁業の部  

農林漁業者（法人を含む。）、農林漁業者を組合員とする協同組合及び集落営農等農林漁業

者グループ  

ウ 企業の部  

食品製造・販売その他の事業活動に従事する者（(1)及び(2)に該当する者を除く。） 

 

(2)  応募方法 

参考資料１（第11回食育活動表彰チラシ）をご参照ください。 

資料７ 

https://www.maff.go.jp/j/syokuiku/taikai/gaiyo.html


第11回

食育を推進する取組を募集します！
ボランティア活動、教育活動又は農林漁業、
食品製造・販売等その他の事業活動を通じて

食育を推進する優れた取組を表彰し、
さらに食育を広げていきます。

主催： 農林水産省

食育活動表彰

応募内容に関するお問い合せ

農林水産省 消費・安全局消費者行政・食育課

（平日 9：30 ～17：30 土日祝日除く）
TEL. 03-6744-2230

応募書類の提出に関するお問い合せ
「第11回食育活動表彰運営事務局」 （株式会社エフ・クレスト内）

（平日 9：30 ～17：30 土日祝日除く）
E-mail : syokuiku2026@fcrest.co.jp

TEL. 03-6435-7403 詳しくは農林水産省の
ホームページをご覧ください。

食育活動表彰

令和8年8月31日●必着月応 募 締 切



食育に関する
あらゆる取組が
対象です！

① 食生活改善推進員の部
　 ※都道府県及び政令指定都市の長による推薦
　 食生活改善推進員の方やその方々の団体

② 食育推進ボランティアの部
　 ※自薦又は他薦（都道府県、政令指定都市及び大学等の長）
　 食育推進ボランティアとして活動している個人及び団体

農林水産大臣賞 5 点 / 消費・安全局長賞 10 点程度 / 審査委員特別賞 5 点程度

令和8年8月31日（月）必着
推薦調書及び詳細は、農林水産省ホームペ－ジに掲載されます。
以下のホームページから専用の推薦調書をダウンロードしてご記入ください。
https://www.maff.go.jp/j/syokuiku/hyousyo/11th/boshu.html
（農林水産省ホームページ / 第 11 回食育活動表彰）
ダウンロードした推薦調書に必要事項を記入のうえ❶または❷にてお送りください。
❶ 第 11 回食育活動表彰運営事務局宛て電子メール（10MB まで）で送付
❷ CD-R 等にて電子ファイルを郵送

有識者等で構成される審査委員会において、応募関係書類により書面審査等を行い、受賞者を決定します。
※審査結果は、令和 8 年 12 月頃に推薦者の方を通じてご連絡差し上げます。
※受賞された方は、表彰式へのご参加（代表者 1名分の往復旅費は農林水産省負担）をお願いします。

部門及び募集対象者

受 賞

E-mail syokuiku2026@fcrest.co.jp

郵送 〒106-0044 東京都港区東麻布 1-4-2 THE WORKERS & CO 2F 株式会社エフ・クレスト内
「第11回食育活動表彰運営事務局」宛

応募締切

推薦方法

審査方法

「ボランティア部門」（様式 1） 
① 教育等関係者の部
　 教育・保育、介護その他の社会福祉、医療・保健に従事されている方、
　 事業者、団体

② 農林漁業者等の部
　 農林漁業者（法人を含む）、農林漁業者を組合員とする協同組合、
　 集落営農等農林漁業者グループ

③ 企業の部
　 食品製造・販売、その他の事業者

「教育関係者・事業者部門」 （様式 2） ＜自薦又は他薦＞
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